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⑴

「計画の構成」の説明の中で、重

点的な施策を位置づけるとある

が、将来の財政シミュレーション

をした上で、施策を選択した方が

良い。

将来の財政シミュレーションと

して、「税収額及び社会保障費の

推計」と「公共建物の将来更新

必要額の推計」を行いました。

具体的な施策については、将来

の財政状況を見通した上で、施

策を位置づけます。

【１６～１７ページ】

⑵

年齢５歳階級別の純移動数のグラ

フを見ると、２５歳前後の転出が、

２０歳前後の転入を大きく上回っ

ていることが分かる。このことは、

長久手市の課題であるため、しっ

かりと記述した方が良い。

長久手市の課題として、記述し

ました。

【１３・２２ページ】

⑶

若い世代が、長久手市に住み続け

たくなるような具体的な施策が必

要である。

若い世代の定住や３世代以上の

同居の推進については、基本計

画の策定作業の中で、具体的な

施策を位置づけるか検討しま

す。

⑷

「３世代以上が住み続けられるま

ち」にするための具体的な施策が

必要である。

⑸

将来像については、さらなる検討

が必要。

※「ふるさと」という言葉の持つ

意味が人によって異なるため、表

現を修正した方が良い。

今後の１０年間のまちづくりの

キーワードを「共生」とし、将

来像を修正しました。

【２３ページ】
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